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和歌山県環境マネジメントシステムの取組結果（令和５年度実績） 

 

令和７年１月  

脱炭素政策課  

 

和歌山県では、事業者としての県（県庁）の事務事業における環境負荷を低減するため、「和歌山県

環境マネジメントシステム」に基づき、地球温暖化対策の取組を進めています。 

 

１ 取組の対象範囲 

  県の全ての機関（知事部局、県議会、教育委員会、各種委員会及び各警察本部）及び県が設置する

指定管理者制度導入施設の事務事業 

 

２ 温室効果ガス削減目標と取組内容 

（１）目標と事業の推進状況 

  第５次和歌山県環境基本計画に基づき、温室効果ガス削減目標を下記のとおり設定 

 

事業者としての県の温室効果ガス削減目標 

目標年度 目 標 

2025 年度 2013 年度比―24％の水準にする 

2030 年度 2013 年度比―30％の水準にする 

2050 年度 排出量実質ゼロ 

 

（２）取組内容 

 【主な取組内容】 

  ①公用車について、「電動車」の導入を推進する 

  2023 年度以降に購入する公用車については、原則（※）「電動車」とし、2030 年度までに 

全体の 50％、2040 年度までに 100％の保有率を目指す。 

※ 特殊自動車等、代替不可の車両を除く。 

②グリーン購入を促進する 

  物品調達の際は、グリーン購入法に適合した環境負荷が少ない製品やサービスを優先する。 

③エコスタイルを推進する 

  空調設備は適切な温度設定とする。（目安は、暖房時 20℃ 冷房時 28℃） 

不要照明の消灯、電気機器の節電、エコドライブによる燃費の向上等を徹底する。 
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  （参考） 

環境基本計画に基づく各事業の推進状況について、毎年、「和歌山県環境白書」で公開 

→ Web ページ 和歌山県環境白書 (wakayama.lg.jp)  

 

３ 環境マネジメントシステムの取組結果と取組例 

 （１） エネルギーの使用と温室効果ガスの排出状況 

県の事務事業における温室効果ガス排出量は、基準年度である平成 25（2013）年度からの推移を

見ると、全体的に減少傾向となっていますが、令和５年度は増加しました。この主な要因は、電気の

基礎排出係数が令和４（2022）年度よりも大きくなったためです（電気の使用量自体は減少してい

ます）。結果、令和５（2023）年度の排出量は平成 25 年度比－24.3%となりました。 

※排出係数：各活動（電気や都市ガスの使用）における１年間の使用量を、温室効果ガスの排出量

に換算するための係数。 

（CO2 排出量(t-CO2)）＝（各活動の使用量（kWh や㎥など））×（排出係数） 

     の計算式から排出量を算定します。 

 

【温室効果ガス排出量の推移】 
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【個別のエネルギー使用量及び温室効果ガス排出量の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



4 

 

【各エネルギー使用量の推移】 

 

グラフ(赤線は目標値) コメント 達成度合 

 電気： 

平成 25 年度からほぼ横ばいです。 

令和 5 年度は 

前年度比     －2.5% 

平成 25 年度比－1.1% 

となりました。 

 

× 

 

A 重油： 

令和 4 年度に増加したものの、令和 5

年度は減少に転じ、 

前年度比    －5.5％ 

平成 25 年度比－36.8% 

となりました。 

 

○ 

 

都市ガス： 

平成 25 年度から増減を繰り返していま 

すが、令和 5 年度は 

前年度比   －11.6% 

平成 25 年度比－14.2% 

となりました。 

× 
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LPG（液化石油ガス）： 

増減を繰り返していましたが、 

令和 5 年度は 

前年度比  －18.3％ 

平成 25 年度比＋0.2% 

となりました。 

× 

 

灯油： 

全体的に減少傾向で、令和 5 年度は 

前年度比     －2.6％ 

平成 25 年度比－38.9% 

となりました。 
○ 

 

ガソリン（揮発油）： 

全体的に減少傾向で、令和 5 年度は 

前年度比    －3.6％ 

平成 25 年度比－23.9% 

となりました。 
× 

 

軽油： 

平成 29 年度以降減少傾向にありました

が、令和 5 年度は 

前年度比   ＋17.9％ 

平成 25 年度比－29.7% 

となりました。 

× 
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（２）エネルギー以外の環境に配慮した取組（水道・コピー用紙・グリーン購入） 

 「水道使用量」及び「コピー用紙使用量」の項目については、基準年度に比べて減少しました。 

「グリーン購入率」の項目については、基準年度以降ほぼ横ばいで推移しています。 

 

 

 

 

 

 

グラフ（赤線は基準値） コメント 達成 

 

水道： 

令和２年度に大幅に減少しましたが、

近年はほぼ横ばいです。令和 5 年度は 

前年度比     －0.7％ 

平成 25 年度比－28.0% 

となりました。 

× 

 

コピー用紙： 

平成 29 年度からほぼ横ばいでしたが、

令和 3 年度からは減少傾向が続き、令和

5 年度は 

前年度比   －10.9% 

平成 25 年度比－22.2% 

となりました。 

× 

 

グリーン購入率（単価契約物品が対象）: 

全体的にほぼ横ばいで推移しており、 

令和 5 年度は 

前年度比   －5.1％ 

平成 25 年度比－5.0% 

となりました。 

× 
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（３）取組例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気自動車（サクラ）                電気自動車（リーフ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       燃料自動車(ミライ) 

 

 

                               充電器 

  

【電動車及び充電器を本庁及び各振興局に配備 脱炭素政策課】 

令和 6 年 3 月に配備完了 
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4 現状と今後の取組について 

環境省では、2050 年カーボンニュートラル及び 2030 年度削減目標の実現に向け、行動変容やラ

イフスタイルの転換を後押しするための新しい運動として「デコ活」を展開中です。また、本県が参

加する「関西広域連合」でも、温室効果ガス削減のための取組として、「関西脱炭素アクション」を

掲げており、県としても職員への呼びかけを行っているところです。 

和歌山県の 2023（令和５）年度の取組結果ですが、各エネルギーの使用量を見ると、電気以外は

概ね減少していますが、電気に関してはほぼ横ばいです。電気の使用量は 2022（令和４）年度に比

べ 2.6％削減されましたが、電気の基礎排出係数が大きくなったことにより、温室効果ガスの排出量

は 15.8%増加しました。電気由来の排出量が全体の 7 割を占めることから、引き続き電気の使用量

を削減していくことが重要となります。 

今後の取組として、職員の服装については、「わかやまカジュアルビズ」を推進し、年間を通して

気温に適した服装で過ごし、夏季は冷房温度 28℃、冬季は暖房温度 20℃を目安に空調温度を設定

するなど、省エネ・節電の実施に努めるよう職員への呼びかけを継続して行っていきます。 

毎月の「エコオフィス集中取組」では、物品調達時のグリーン購入法適合物品の選択についてや、

不要照明の消灯・ＯＡ機器の離席時スリープモード等の適切な電源管理について、また、コピー用紙

の使用量削減や自動車利用時のエコドライブ推進などについても引き続き啓発をおこなっていきま

す。 

これまでの取組を継続しながら、より一層脱炭素化が図れるよう努めていきます。 

 

◆目標達成のための取組◆（第 5 次環境基本計画より抜粋） 

【省エネルギー・省 CO2 化の促進】 

 ・照明や OA 機器の電源管理を徹底し、電気使用量を削減します。 

 ・LED 照明や高効率給油器等の省エネルギー性能の高い設備の導入を図ります。 

 ・公共施設において省エネ・省 CO2 を目指した施設改修を推進します。 

 ・公共施設における太陽光発電設備の導入を推進します。 

 ・年間を通して、気温や体調、業務の性質等に応じた服装で勤務することにより、冷暖房の使用に

伴うエネルギーの削減を図ります。 

 ・自動車利用時のエコドライブを推進します。また通勤のおける「Smart Move」を推進します。

（公共交通機関や自転車等の利用） 

 ・会議は、できる限りオンライン化に努め、移動に伴う温室効果ガス排出量の削減を図ります。 

【廃棄物の減量化、リサイクルの推進】 

 ・ごみの再資源化を図るため、両面コピーや裏面未使用のコピー用紙の再利用に努めるとともに、

業務に支障のない範囲で電子化（ペーパーレス化、電子メール利用など）に努めます。また再生
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紙の利用に努めます。（※再生紙については供給不足のため当面の間代替品を使用します。） 

・「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（グリーン購入法）」に基づいて「和歌山県グ

リーン購入推進方針」を毎年策定し、環境にやさしい物品を優先的に調達します。 

 

【その他】 

 ・和歌山県環境マネジメントシステムによる進捗管理を行います。 

 ・令和４年度の電気の使用量について集計漏れが見つかりましたので、各種表を修正しています。 


